20171112レムナント教会1部
救いの感謝（エペソ1:3-6）
2017年もほぼ終わりに近づいてきています。先ほどの長老さんのお話の中でもニュースのお話がありましたように、1年間いろいろなことがありました。その中でクリスチャンの私たちが振り返って感謝すべきことがなんなのかということを数えてみないといけません。その思いをもって集まって礼拝をささげるときが、収穫感謝礼拝であります。自分は、いろいろありますが、なにより1年間、47都道府県の予備キャンプを初め、キャンプに参加できるようになったこと、もし健康がなければ参加できないし、皆さんの祈りと、また、経済的なサポートなどがなければ、それは難しいことだったかもしれません。そういうことを考えながら感謝だなと思ったし、また、神様がそのようにキャンプを次々と導いていらっしゃるのだなということで感謝しました。特に、今年は総会を中心にキャンプの答えとして、やはり、教会開拓をしながらそこにタラッパンの福音のメンバーをしっかり植えていかないといけないという方向に向かうようになり、皆が一致するようになったことが私にとっては非常に大きな感謝でした。そういう中で、教会ではいつものようにレムナントのための集中訓練がずっと続いていたということも感謝だし、特に、この地域の子どもの中で多くの子どもが来ていたけれども皆が離れて、また戻ってくると信じてはいますが、その中でもあおい、しょうたがずっと礼拝に来ているということを見て感謝だなと思いました。今日は事情があって来ていらっしゃらないと思いますが、新しいいのちが与えられて、救いの祝福が与えられ、また礼拝にまでつながるようになることもあり感謝するようになりました。ある方は、予想だにしなかった試練などによって自分自身をかえりみる機会になり、また今までフォーカスがどこにあったのかということを吟味する機会になり、信仰的に成熟していく機会が許されているということで感謝するようになったのではないでしょうか。このようにさまざまな感謝が皆さんもそれぞれ考えてみればあると思います。
しかし、そういったいろいろな2017年の感謝の中でも、まず、それ以前に私たちが救われたという感謝がベースでなければいけません。いろいろな感謝の前に、自分が救われたという感謝を優先しなければいけないと思います。その救いの感謝の上にある感謝こそが意味あるものであり、また、まことの感謝だと思います。うっかりすると、2017年を振り返っていろいろなことを感謝しましたと言いながらも、救いの感謝のベースの上でなければ、そこら中の人と同じ次元の同じレベルの感謝で終ってしまうかもしれません。ですから、今日、収穫感謝礼拝をささげながら、いろいろな感謝があるでしょうけれども、なによりいちばんベースになり、また勝利のスタートになる救いの感謝のことをともに考えて、もしそれが欠けているのであれば、ぜひ回復していただきたいと思います。その感謝がある方々は、より豊かになる礼拝であればいいなと思います。

救いの感謝とは、どういうことなのでしょうか。どこからスタートするものなのでしょうか。それから、なぜ救いの感謝が中々できないし、あるいは冷めてしまうのでしょうか。それはイエス様を信じて良いことがあったということで感謝していれば、良いことがあまりなければ救いの感謝もまた冷めていくようになります。救いの感謝はそういうものではありません。救いの感謝の始まりは、自分がどうしようもない罪人だったということを素直に認めるところから始めるものなのです。皆さん、本当に自分は絶対に救いがなければいけない、神様の憐みと神の恵みがなければ希望のない罪人だったと認めていらっしゃるのでしょうか。もしかしたら最初はそうだったのですが、信仰生活が長く続いているうちに、もうそういうことはさっぱりさようならをして忘れてしまったのでしょうか。聖書にはこう書いてあります。すべての人は罪を犯したので。ひとりも例外がありません。そして、この罪というものは、なにか大変な過ちを犯して、大きな悪いことをしたということではありません。どういう罪人だったでしょうか。なぜ救いが必要なのでしょうか。
エペソ2：2、私たちは気づいていなかったし、いまだにクリスチャンなのに分かっていない方もいらっしゃるかもしれません。罪というものは、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれてしまうこと、これが罪なのです。なにをどうしたのかとは関係ありません。だから、大きな過ちを犯した人は、ついつい自分は罪人だったのだねと覚えやすいし、そんなたいした悪いことなどあまりしたことがない方は、自分が罪人だという意識があまりないかもしれません。それは大きな間違いであり勘違いです。すべての人が。ひとりも例外ありません。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたというのは、どういう話、どういうことなのかと言いますと、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる、悪魔に属していて悪魔に従っていた者なのです。「いや、一度も悪魔崇拝などやったことはありません」と言いたい方がいらっしゃるかもしれません。皆さん、最初から神様のことを気にもしていなかったでしょう。それは自然な現象ではありません。悪魔に従っているからこそ生まれる現象なのです。なにか殺人を起こしたり、偶像崇拝をするから必ず悪魔に従うということではありません。すべての人は、生まれながら悪魔のことを自分のお父さんと呼ぶしかない運命に捕らわれて生まれてしまったのです。そのため、結局、聖書が言っているように、一生なにをするかと関係なく、そのゴールは死なのです。死の恐怖につながれて人生を生きていくしかない存在が罪というものなのです。だれも死から自由になれる者はいないでしょう。そして、そこまでが私たちの情報なのですが、ヘブル9：27には、死んだ後、さばかれるとあります。罪人なので。そして、さばかれた後は、永遠の刑罰の方に入るようになってしまいます。これが罪です。なにをしてこの罪から逃れることができるのでしょうか。方法はありません。どんなに暴れても、学校にまじめに通って良い成績を取っても、学校の正門を見たことがない人でも皆一緒です。罪が何か本当にわかって、自分がどうしようもない罪人だったということが認められる人であれば、人と比較することはありません。傷などは贅沢なのです。自分は罪人なのです。まだ、そこがわかっていないので、いろいろなことがその人を悩ませるのではないでしょうか。それで生きること自体が全部自分中心です。自分さえよければ、お金さえあれば、成功させすればという人生を送ること、そういうことがテーマになることを罪というのです。
なぜそうなるのでしょうか。罪を犯しているので、自分中心になり、お金がテーマになり、成功がテーマになるしかない者なのです。そして、そういったものを達成するために宗教を求めて、偶像を拝み、占いや霊媒師などに頼るしかないものなのです。自分なりには幸せになりたいと、自分なりにはまじめに家族のために、社会のためにといろいろな思いで頑張るかもしれません。でも、その思い、願いとは裏腹に、エペソ2：2に書いてあるように、罪があるゆえに、仕方なく本能的に自動的にやることなすことすべてが神に敵対して、神が嫌われることしかできない人生を送るようになります。これが罪というものなのです。なぜでしょうか。自分も知らずに空中の権威を持つ支配者、悪魔に従うしかないのです。どのようにしてでしょうか。悪魔が作り上げたわなに引っかかって、その世の流れに乗って、自分は世の流れに乗って流れているつもりなのですが、それが空中の権威を持つ者に従うことだと、だれも分かっていません。世の流れというのは、私たちの評価で良い悪い、間違い正しい、いろいろあるでしょうけれども、そういうことは関係なく全部が神の反対の方向に行くしかないのです。神が嫌われることしかできない存在なのです。そこから誰一人として自由ではありません。これが恐ろしい罪というものなのです。ですから、頑張ってもどうしても最終的には人生がボロボロになるしかありません。すべて疲れて重荷を負っている者は。これらぜんぶを合わせて一言で死と罪の原理に束縛されていると言います。私たちにわかりやすい言葉で申し上げると、滅びるのろいの運命に捕らわれて人生を生きるしかありません。自分では一歩も出られません。受験勉強によって頑張って良い大学に入って、ある人は大学に落ちた。その差は、私たちが見ているときの差であって、この死と罪の原理に捕らわれているところからは何の違いもありません。良い大学に入るから、これが少しやわらげられるということはありません。だから、自分の感覚と経験による評価ではなくて、イエス・キリストの十字架の前で、聖書の証言に基づいて、自分はどうしようもないこのような罪人だったということを認めるところから感謝が始まります。これを認めている者は、このように告白します。ダビデのように、私は母の胎から、母が罪の中で私を身ごもっていた。それなのに人と比較したり、他の人に偉そうになるために頑張るのでしょうか。知らないからです。イザヤは、私の唇は汚れています。唇は、人間すべての全人格を現す象徴なのです。だから、私は細胞の隅々まで全部汚れている存在ですと言いました。パウロは言いました。自分は罪人で済まない。罪人のかしらなのだと告白しました。これはパウロだけの話なのでしょうか。私たちが、自分が、そのような罪人だったということを認めるときに、このような罪の泥沼から、ローマ5：8、イエス・キリストが十字架にかけられることによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかに示された。イエス・キリストが十字架にかけられて身代わりとなることによって、この罪から、この滅びの運命から解放されることになります。私たちは何の功もありません。神は実に、ひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは、御子イエス・キリストを信じる者がひとりとして滅びることなく永遠のいのちを持つためです。ただこのイエス・キリストを信じただけなのに、この滅びの運命、罪から永遠に解放され、もう二度と罪に定められることはありません。いのちと御霊の原理によって、死と罪の原理から永遠に解放された。これが救いなのです。なにと比べられるでしょうか。これに感謝することです。これは条件、状況、環境と一切関係ありません。2017年なにがあったのかよくよく吟味しなければいけないでしょうけれど、なにがあったのか関係なくこれは感謝せざるをえません。これは消えない感謝なのです。感謝のいちばん基本です。ここから始まります。そして、救われたというのは、そのように解放されただけではなくて、自分は救われて完全に新しく生まれましたと告白することによって感謝に根を下ろすようになります。それが救いです。ただイエス・キリストを信じただけなのに。皆さん、どんな過去があろうが、今現在どんな現実、どんな悩み事を抱えているかわかりませんが、私たちの評価でうまくいく、いかない、悪い良い、いろいろなことがあるのでしょうが、そういうことと一切関係なく、イエス・キリストを信じて受け入れた者は、完全に新しく作り変えられた者なのです。これが救いです。故障して壊れている者を修理したのではありません。ガラテヤ2：20、イエス・キリストを受け入れた瞬間、過去の自分は十字架とともに死んで、私の中にキリストが生きているのです。これが救いです。いま弱さがあるのでしょうか。いま霊的な問題の中で悩んでいるのでしょうか。精神的な問題があるのでしょうか。皆さんがイエス・キリストを信じている人であれば、自分で気づいていないだけであって、まったく新しく生まれた存在です。それに気づくか、気づかないかの戦いです。それが救いです。救いを正しく理解して、その救いを感謝するところから始まるようになります。イエス・キリストを信じる者は、さばきに会うことなく、死からいのちに移っているのです。あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのか。神の神殿と呼ばれる神の霊が内側に宿ることによって、外側が、外見、現実がどうであろうが、まったく新しいものに作り変えられました。これに対しての感謝がなければ、たぶん私たちの感謝はほぼほぼ半分詐欺です。

この新しく生まれたということが何を意味するのでしょうか。今まで御怒りを受けるべき神様だった神様のことを「アバ、父」と呼ぶことができる、神の子としてくださる霊を受けて神の子どもとして身分が変わるようになりました。神のすべての祝福が私たちのものになる、それが神の子どもです。何回も申し上げますように、イエス様が最後の晩餐のときにおっしゃっているように、不思議中の不思議なのですが、父がわたしの中に、わたしが彼らの中に、そして、彼らも私たちと同様に一つになるようにしてくださいと言われる不思議な存在に新しく生まれました。もっと感謝なのは、このような新しいいのちが、永遠に奪われることなく変わることがないように、永遠のいのちになっています。ローマ8：31-39は全部そういう話です。なにがあってもこの新しく生まれた救いの祝福は奪い取ることができないし、変わることなどありません。だから、どんな苦難があれ、どんな試練があって、どんな問題があっても圧倒的に勝利できるのです。これが救いの祝福なのです。当然、変わることがないので、いつ死んでも天国に迎え入れられるように、いま天の御国の国籍、パスポートが今与えられているわけです。これが救いです。このような存在に完全に新しく生まれたということを、この救いを感謝して告白するときに感謝に動かないように根を下ろすようになります。
最後のひとつです。これが救いです。このように解放され完全に新しく生まれた存在なので、当然なのですが、残りの生涯、救われた私は生きる理由が変わります。神様から生きる最高の理由をいただいている者です。これが救いです。今まではなにを食べるか飲むか、どうすれば成功するか、どうすればアットホームを作れるか、どうすれば社会貢献ができるかを考えるのがせいぜいだったでしょうけれども、救われたということは、そういった生きる理由から完璧に解き放たれて、神から与えられる理由、神のミッションが生きる理由になります。誰一人例外なくいま成績が悪い人間でも、才能がないと思われる人間でも、あると思われる人間、認められる人間でも関係なく、救われた人は全員尊い神からのミッションが与えられています。それが救いです。自分の人生を台無しにしてはいけません。もはや皆さんの人生ではありません。神のものなのです。それが救いなのです。そこまで考えないといけません。神様から生きる最高の理由をいただいているのだと、これに感激することによって感謝が花を咲かすようになります。ぜひ他の人が見ることができない皆さんだけの感謝、それが花を咲かす勝利の道を歩んでいただきたいと思います。ジョン・バニヤンが言いました。この世は、私たちの目に、肉体的にどのように映るかわかりませんが、この世はしばらくして滅びることが決まっている城だと。本当にそう思いますか。救われた人はそのように見るのです。諸国の民は、暗やみに覆われている。すべて疲れて重荷を負っているわけです。先ほども申し上げましたが、知らず知らずに自分なりには右の方に左の方に東の方に西の方に頑張るかもしれませんが、それがすべて世の流れに流されることであり、空中の権威を持つ悪魔、サタンに従って生きるしかない、それがこの世です。目の前にある華やかな何かを見てだまされてはいけません。この世に必要なのは、神様の救いなのです。ですから、救われた私たちはこの世に未練などありません。パウロは言いました。私は早く天に召されてイエス・キリストとともに過ごしたい。この世に未練などありません。なにに未練があって、なにが好きでこの世にそんなに執着して、そんなにあくせく頑張っているのか。なぜ受験勉強をしているのか。なぜ就職活動をしているのか。なぜ婚活などをしているのか。なぜ子どもの教育のために、そんなにデリケートになっているのか。何のためなのか。それが意味あるのか。パウロは言います。極端なお話のように聞こえるでしょうけれども、そういうことだったらもう私は死んだ方がましだ。それは理由にならない。滅びる城の中で成功してビル・ゲイツのようになりました。それでどうしますか。受験勉強をして他の人より良い大学に入って、皆から拍手を受けました。それが何なのですか。何のためにやっているのでしょうか。本当にこの世の中が滅びる城だということを皆さん認めていますか。救われた人なら、そのように見ないといけません。パウロは一つだけ、もし教会のためにこの世に光を照らす福音宣教の神のミッションのためならば生きる理由、生き甲斐はある。それ以外にはありません。今日から学校も辞めて、会社も辞めて、伝道に行くか。そうではありません。なぜ勉強しているのかということを吟味しなければいけません。時間が刻一刻と流れています。あまり時間が経たないうちに、そのことに気づいて決心しなければいけません。イエス様がおっしゃいました。父がわたしを世に遣わしたように、わたしも彼らを世に遣わします。そこら辺の人と同じ理由ではありません。同じ勉強をしていても同じ飯を食っていても同じ仕事をしていても、理由が一緒ではまずいのです。だから、感謝がないのです。仕事がうまくいけば感謝、そうでなければ感謝でない。そういう感謝では勝てません。うまくいくか、いかないか以前に、「神様、福音宣教のために滅びるこの世の中に絶対必要なイエスのいのちを伝えるためにこの仕事が許されていて感謝します」と仕事に臨まないといけません。これから滅びていく世の中、それも知らずに皆がさまよいつつ、あるいは勘違いしている世の中、社会に出て行って、彼らに光を照らすことのためにいま勉強が許されていることに感謝します。そのような勉強でなければ、逆に0点のほうがいいのではないかと思います。私は個人的に正直に勉強がうまくできてなにがいいのでしょうか。私も市役所のある町全体でトップになったこともあります。そんなに勉強ができなかった者が大きく叫ぶと説得力がないでしょうけれども、勉強ができてなにがどう変わるのでしょうか。東大に入れる。東大に入れると財務省にも入れる。財務省に入ってなにがどう変わるのでしょうか。収穫感謝礼拝なのに、声を荒げて申し訳ありませんが。これが感謝です。違う理由があるのです。
だから、前にも申し上げたでしょう。もしトランプ大統領がいまクリスチャンになるとすれば、それでこの感謝がわかったとすれば、トランプはこのように告白するのが当たり前です。「神様、ほっとしました。うっかりすると私は大統領で終るところだったのです。伝道とかはまったく知らずに。サタンが好きなことばかりやって人生が終わるところでした。伝道を知らずに」。これが救われた者の感謝です。一生懸命、子育てをして、一生懸命、家族を養うために汗をかいていたその人が、もし救われて本当の感謝がわかれば、「神様、ほっとしました。うっかりすると家族を養うためだけで終わるところだったのです」。これが救いです。あなたがたは世の光、王である祭司と呼ばれる者、なにより万物を満たされるその方キリストによって満たされる、キリストのからだ、教会と呼ばれる者になりました。これがすごく不思議なのです。だから、私たちに蛇とサソリを踏みつける権威が与えられ、天使が私たちを手伝うようなすごい存在になっていて、イエス様ご自身がおっしゃっているように、あなたがたが地上で解くなら天において解かれているし、地上でつなぐなら天においてもつながれています。地上の運命が私たちの手にかかっているかのような表現をする存在であり、そのために生きるのです。これが感謝です。これが救いの感謝です。

皆さん、いろいろな感謝があるでしょう。あるいは、なぜいろいろなことで感謝できないのかということの理由をここで見つけてください。本当の救いの感謝、だれも奪うことのできないものです。死の影の谷を歩いていても、洞窟の中に迫害によって逃げていたときでも、この感謝は奪われません。だから、洞窟の中でも聖餐式を行っていたのです。聖餐の告白は、この感謝が私のものであり永遠に奪われることができないものですということを常に確認することです。
今週1週間だけではなくて、残りの生涯、条件を超えて、環境、状況をはるかに超えてささげることができる救いの感謝をぜひ回復しましょう。そして、その救いの感謝がなかったがゆえに皆さんにくっついていた思い煩い、不平、つぶやき、不満、不安などは関係ありません。また、人と比較したりだれかのせいにしたりするのはよく分かっていないからです。それらを全部下ろして、これからは救われた自分のことを本当に愛して受け入れるようにしましょう。また、皆さんに許されている皆さんの人生そのものを尊いものとして愛して、皆さんひとりひとりに与えられているミッションを愛して、そのミッションが成就するために許されている今の現場、今の現実そのものを素直に受け止めて愛してください。これが感謝です。感謝の人であれば、特に救いの感謝ができる人であれば愛するようになるでしょう。そのときに自分のことを下ろして、神様のみことばに素直に集中して耳を傾けることになります。自分はいらないのです。自分の意見も感情もいりません。救われたのだから。

最後にまとめましょう。皆さんのミッションのために参考、ヒントを与えます。メッセージカードにも47開拓と書いてありますが、47個という意味ではありません。皆さん、私が「あー」と言えば、皆さんが「おー」というように正しく理解しなければいけません。47は、47都道府県ということです。47都道府県での教会開拓のために、神様は自分にはどのような答えを用意していらっしゃるのだろうと、今日からずっと問い続けてみてください。そこからミッションが与えられるようになるでしょう。

（祈り）
愛する天の父なる神様。今日、特別に収穫感謝礼拝をささげ、神様から救いの感謝のメッセージを頂きありがとうございます。いろいろなことがありますが、ついつい失うことができない救いの感謝を失ったり忘れたりすることがあります。今日のメッセージを通して、救いの感謝が何なのかをしっかりとつかんで吟味して、そして、いつでもどんなときでも救いの感謝からスタートすることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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